




テイカカズラ 定家葛 

学名: Trachelospermum asiaticum Ｎａｋａｉ 

キョウチクトウ科テイカカズラ属のつる性常緑低木。有毒植物である。 

和名は、式子内親王を愛した藤原定家が、死後も彼女を忘れられず、 

ついに定家葛に生まれ変わって彼女の墓にからみついたという伝説（能

『定家』）に基づく。 花期；５月～６月 

 

  テイカカズラの花            からみつくところを間違えた 

                        テイカカズラ？？ 

百人一首から 

権中納言定家（藤原定家） 

来ぬ人を松帆の浦の夕なぎに 焼くや藻塩の身もこがれつつ 

 

式子内親王 

玉の緒よ絶えなば絶えねながらへば 忍ぶることの弱りもぞする 

写真提供：上田 好さん 










